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は じ め に

農薬,化 学肥料の使用量の増加 による環境負荷 の増 大や残留 農薬 に対す る食糧 の安全性 に国民 の関心が高

まっている。 同時 に,安 全 な食糧 に対 す る消費者 の需要 は高 まり,低 農薬,さ らに無農薬 による農業生産が

明かな広が りを見せてい る。

天恵緑汁 は,そ れぞれの地域で得 られ る健 全な植物 の抽 出液であ り,低 農薬 や無農薬栽培 にお ける活性剤

として注 目されてい る。

入来農場で は,環 境 に配慮 し,安 全 な食糧 を生 産す る観 点か ら,天 恵緑汁 の畜産への利用 について検討 し

てい る。本報告では,天 恵緑汁 の作 り方 と入来牧場 における利用の現状の概略 を紹介す る。

作 り 方

それぞれの季節 に入来牧場 で採取で きる ヨモ ギ,カ ボチ ャ,タ ケ ノコ,白 カブ,イ タリア ンライグラス,

イモ ツル,ド クダミ,杉 の実,摘 果 メロ ンお よび トマ トの腋芽 などを天恵緑 汁の材料 と した。抽 出のための

容器は,一 般 的にカメか杉樽が よい とされ ているが,牧 場で 日常的 に利用 されてい るポ リバ ケ ツ(第1図)

やステ ンレス タンク(第2図)を 用い た。材料 は,そ れぞれの植物の生育最盛期 に採取 する ことに心が けた

(第3図)。 採取 した材料 は水洗いせず,同 量の黒砂 糖や糖蜜で漬け込み(第1,2図),材 料 が 十分糖 分 に

まぶ される ように軽い重石 を した。材料か ら液が抽 出 されは じめ る時点で重 石 をと り,通 気性 の よい もので

ふた をし,5～7日 間静置 した。抽 出された天恵緑 汁は,ポ リ容 器に移 し,和 紙 で軽 くふたを して保存 した

(第4図)。 なお,抽 出後の材料 は,堆 肥 と して利用 した。

利 用の現状

天恵緑汁 は500～1000倍 に希 釈 して,採 取 した土着微生物 の拡大培養(P.18,伊 東繁丸 「土壌微 生物源 ・々

種菌の拡大培養」 を参照)で,微 生物活性剤 として混合 した(第5図)。 その結果,発 酵促 進 に大 きな効 果

が認め られた。 また,そ こで培養 された土着菌 を牛床 に散布す るこ とで悪臭 防止効果が得 られ(第6図),

堆肥 に混入する ことで発酵 が促進 され,良 質の完熟堆肥が早期 に得 られ た。

以上の ように天恵緑汁 を利用す るこ とで,微 生物活動 の活性化 を通 して家畜飼養 におけ る多 くの効果が得

られる ことが明 らかになった。今後 さ らに,こ の天恵緑汁の酵素活性的効果の農業生産 における多 面的活用

を検討 してゆ く必要が ある と考 えてい る。
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